２００３年度後期個人発表レジュメ

初めに
私は大学入学以来、もちろんゼミに入ってからも「映像論」というものを独学で研究してきました。それはハードの面では機材の操作方法に始まり、モンタージュの技法、構図の決め方、ソフトの面ではポエジー及びパッションの創出、音の効果的な利用法などに及びました。私にとっての「映像論」とは常に、いかに良い作品を創り出すかということでした。しかし、大学生活の４年間を終えようとしている現段階で、自分の納得できる映像が出来たかというと答えは否です。

人生において、残すことの出来る作品の数は限られています。そう考えると、社会的な岐路に立たされるこの時期に、４年間の１つの集大成と呼べる作品を撮る必要があると考えました。よって今回の個人発表では卒業制作の途中経過の報告を行いたいと思います。

途中経過の報告と言っても、具体的には何も決定していない状況です。そのため、皆様に知恵を貸して頂きたいと思います。私は新人監督としてプロデュー-サーである皆様の前で自分の作品のプレゼンテーションを行います。皆様はどの作品が物になりそうか見極め、アドバイスなり指摘、要求なりを下さい。そしてその上で、自分が何かを提供してもいいと思える作品がありましたら、助力の方をお願いします。脚本に始まり、演出、音声、照明、音楽、美術、衣装、メイク、役者、スチール、寄稿、宣伝、肉体労働に出資と実に様々な活躍の場が皆さんをお待ちしております。ほんの少しでも良いので手伝っても良いという方がいらっしゃいましたら、宜しくお願いします。

企画案
企画

企画に関しては、後ほど幾つか提案し、皆さんからのアドバイスを受けた上で再考したいと考えます。しかしどの作品を作るにしても、ポエジー、パッション、クオリティの３点の創出を全ての基準とします。

予算

現段階で１０万円くらいであるが、作品の内容に応じる。

撮影に関して

カメラ（DVX100）　経済性、携帯性、実験性の点からDVX１００で２４コマ撮影に挑戦する。その後必要に応じてフィルムへの焼付け等を行う。

録音　　　　　　　　基本的に、DVX100のファンタム電源を使って、ミニDVテープへの同録を行う。必要に応じて、MD及びDATで録音を行う場合がある。

編集　　　　　　　　ウィンドウズでは２４コマ編集に完璧に対応したものは無いが、プレミアで代行する。

照明　　　　　　　　フラットライトを始めとして、最大６灯ほど用意したい。

クレーン・ドリー　　必要に応じて、知人、業者から借り受ける。　　　　　　　

撮影スケジュール（予定）

１１月中旬　企画会議及び諸準備（日程調整、機材確保、ロケハン、著作権等の確認など）

　　↓

１２月中旬　撮影

　　↓

１月中旬　　編集

　　↓

１月下旬　　完成

役者・スタッフに関して

役者に関しては脚本が出来ていない状況なので全くの未定である。１１月中旬より探し始めて、脚本が出来次第お願いにあたる。

スタッフに関しては、現段階で参加希望者が約４名、こちらからアプローチをかけているのが３名といったところである。スタッフはいくらいても足りないし、どの人がどの部門を担当するのかも決定していない。未経験で良いので演出及び特定の分野で、ガップリ組み合ってくれる人に随時募集をかけ、お願いする。

仮題：宇宙船に乗るな（原作山中恒）

あらすじ

　高校生の久富みおこは母との折り合いがあわずいつもシブヤをふらふらしている。ある時、シブヤで環境についてのアンケートに答えると、宇宙旅行に当選してしまう。怪しい外国人添乗員の後について宇宙船に乗り込むと、もう１つの地球に到着してしまう。もう１つの地球は全てが逆転しており、母親もみおこの言うことを聞いてくれるのだが・・・。

企画意図

　元々は、小学生が主人公のSF童話であるが、これを子供と大人の中間である年頃の目線を通して描きたかった。みおこ自身は現実生活とのギャップに戸惑いながら生活しているが、そこには失ってから始めて気付く良さがある。テーマ自体は単純であるが、ストーリーとしての楽しさがある。加えてSFと言っても、実際に宇宙や宇宙船の描写があるわけではなく、その辺の世界観の構築も楽しみである。

参考作品

「キューブ」

「エイリアンズ」

仮題：シグナルとシグナレス（原作宮沢賢治）

あらすじ

　１９７０年代の日本、深い雪国のローカル線の「踏み切り」の恋の話。新式のシグナレスと旧式のシグナレスは互いに惹かれあうが、小さな誤解や身分の差が邪魔をして中々１つになれない。

　一方、マチに働きに出ている３０歳前の青年は日々、淡々と暮らしている。しかし、ふと故郷に帰ろうと考えたつ。故郷の駅には祖母が迎えに来てくれている。祖母との二人暮しが始まるが・・・。

企画意図

　基本的に女と男と他人の話である。シグナルとシグナレスのラブストーリーと黒い外套の男の話は単体では大きな意味をなさない。むしろ、その２点が交差する点（踏み切り）が重要である。

　映像の構成は、雪国や男の静的な風景と列車の動的な動きの対比構造にしたい。加えて、部屋の中から聞く吹雪の音など、音を丁寧に扱いたい。全体の雰囲気は大人の童話といったものにしたい。

参考

「コールドフィーヴァー」

「幻の光」

仮題：蝿（モーパッサン原作）

あらすじ

　２０００年の架空都市トーキョー。５人組のロックバンドのメンバー（一つ目、小人、キャップ、ピロー、おしゃべり）の暮らす廃屋に１人の女の子（蝿）が現れる。彼女は一つ目の恋人だが、６人での奇妙な共同生活が始まる。生活は万事快調に進んでいたが、ある日彼女が妊娠していることが判明する。バンドのメンバー全員が彼女と寝ていたので、誰が父親かわからない。会議の結果、５人全員で父親をすることになる。彼女のお腹の中で赤ちゃんは順調に育って行くのだが・・・。

企画意図

　若者の都市でのパッショネイトな生活をロックのリズムに乗せて描きたかった。５人組のバンドメンバーはそれぞれが特徴的な性格で、様々な葛藤を持つが、それ自体はあまり重要なことではない。むしろ、彼らは５人で１つの人格を有しており、その解決の方法に重点を置く。

　実際に演奏するシーンは爺用ではないが、ミュージカル的な要素も含みつつ、見やすい感じに仕上げたい。しかし所々に「痛い」シーンや台詞を入れ、そういう点ではメッセージ性の強い作品と言えるのかもしない。

参考作品

「汚れた血」

「ミリオンダラーホテル」

仮題：春琴抄（谷崎潤一郎原作）

あらすじ

　明治初期の日本、盲目の琴弾き春琴とその奉公人佐助との純愛もの。春琴は身分の違いと盲目であることを気にして、２人の仲はなかなか進展しない。漸く佐助の思いが通じるが、春琴の才能を妬んだ同門が春琴の顔に熱湯をかけ、旬琴の顔には火傷の跡が残る。佐助は春琴の顔を見ないように自分の目をくりぬき、２人で暮らし始める。

企画意図

　話の内容自体は江戸末期から明治の初期にかけての話である。この話は時代物として再現したい。物語としては仕掛けが少なく退屈な感があるかもしれないが、映像作品としては日本式の住居や立ち振る舞いの様式美的な部分を追求し、そこに独自の解釈を加えたい。

　この作品に関しては、必要に応じてフィルムで撮影する可能性がある。

参考作品（人物）

アラーキー

アストル＝ピアソラ

椎名林檎

　

　

仮題：LIFE（原作谷口正）

　

あらすじ

　渋谷の写真学校に通う僕（２０歳）には秘密がある。高校時代から付き合っている彼と最近同棲を始めたことだ。彼は朝早くから働きに出るのですれ違いのがちの生活だが、楽しく生活している。しかし僕はいつもある悪夢に悩まされ、それは徐々に不安として蓄積される。ある日、雨の日に１匹の子猫を拾って家に帰るが、そこに彼の姿は無かった。

企画意図

　ストーリー性の高い話ではないが、日常生活においてあまり重要視されない不可視のものについて、その大事さを描いてみたい。夢をみること、鏡を覗き込むこと、暗室に入ること、自分にとって大事な人と向き合おうとすることなど、不確実な事柄と可視的かつ即物的な価値観との対比の構造を表現する。

　一見すると奇麗事のように見えるかもしれないが、満腹気味にならないように、夢や暗室、鏡などキーポイントを利用として、どこが現実なのかわからなくなるような不思議な世界観を演出したい。

参考作品

「幻」

「二人のアカボシ」

